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亘 つ た 注意 ， 第 2章は常規の 發生を詳記 第 3 章は 彼 の 手揖けた 3D 屬 の 海産動物の 卵 と精子 の 取扱方 レ

第 4章は實瞼の鞴 方法 （ジ エ リ V 一及び受精膜を除く法 ， 受精前の 卵に
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を造る法， 人工單爲生

殖法 を逑べ 前牢を終 る。 後牛印ちng　5， 第 6， 第 7 章 に 於て 卵を固定 し切片に す るま で の 法を記 して み

る。 附録と して 1）卵の 差異 ，
2＞人工 單爲生殖を起す方法總括 ，

3）固定染色の 操作順序を加へ て ある。
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